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曹 禺 演 劇 の 可 能 性
米 田 和 弘
はじめに
中国話劇確立者の一人、曹禺（本 名 •萬 家 宝 、1910〜1996)は、西洋演 
劇のエッセンスを吸収し、中国の土壌への移植に成功したという評価に 
より、広く海外にも名声を轟かせることになった劇作家である。
特 に 処 女 作 で あ る 『雷雨』 と 第 二 作 で あ る 『日出』 とは、初期作品と 
いうこともあって、曹禺の才能の粋、全身全霊を傾けた精華が凝縮され 
ている。そ こ で 『雷雨』、 『日出』 を中心に、曹禺演劇はどのような可 
能性を持っているのかについて、考察を加えていく。
1 . 『雷雨』の特徴について
『雷雨』 における序幕と尾声は、ギ リ シ ア 悲 劇 に お け る 「コロス」の 
役割を果たし、劇 に 「欣賞的距離」 を与えることが、曹禺自身によって 
『《雷雨》序』 に述べられている。 また形式としてはギリシア悲劇にお 
け る 「プロロゴス」 と 「エクソドス」の対応に近い。 この作品は1 日の 
うちに全ての事件が発生し、解決する構成をとっており、それを包むよ 
うに配置されているのが序幕と尾声である。 いま、便宜的に第一幕から 





に お け る 「冬 ==死」の イ メ ー ジ と 対 称 的 に 「夏= 生」のイメージが展開 













つまり、 『雷雨』 に流れる時間は、劇時間を基軸にした時、10年後の 
時間（序 幕 • 尾 声 )、現在時点(劇時間)、30年前の時間（回想時間）の計40 
時間が重層的に併存しており、劇空間が縦の広がりを持っていると言え 
る。 しかもその効果は、 同じ舞台空間を共存していることによって鮮明 













ちなみに、郭 沫 若 は 『「雷雨」 日本語訳への序文』の中で、メンデル 
の遺伝法則発見以後、 「近親相姦が招く悲劇の必然性は非常に弱められ 
た」 とし、 ギリシア悲劇に範をとることは既に時代遅れである、 との認 
識を示している0 近親相姦はもはや悲劇の原因としては不充分だという
のである。
『雷雨』 は、 あくまでギリシア悲劇の影響を受けてはいるが、それは 
曹禺初期作品の底流には必ず流れている共通の土壌であり、内容的には
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む し ろ イ プ セ ン の 『幽霊』や オ ニ ー ル の 『楡の木陰の欲望』の方から強 




は じ ま る 『雷雨』の導入部分の構成が、エングストランとレギーネとの 














四 鳳 の場合はレギーネほど「卑しさ」は表現されない。 どちらかと言 





しかし、何 よ り も 一 番 『幽霊』 の影響を受けていると思われる部分 
は、 『雷雨』の舞台となっている客間の部屋に過去「幽霊が出た」 とい 
う表現である。 こ の 「幽霊」 とはすなわちイプセンの『幽霊』 と同義で 
あり、当然ながら本当に死人の魂が化けて出たというのではなく、 「因 
襲」そのものであり、具体的には女性を封建家庭という檻の中に閉じ込
























た だ 少 し 違 う の は 『雷雨』が、 『幽霊』 に見られるような兄妹間の近 
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しかしそれは究極には、封建的家庭の枠から離れることのできない彼 
の心の弱さの裏返しに他ならない。 「大概跟老爷买檀香去」、 「老爷念 





(ち な み に 、繁漪は18年前に17歳で周家に嫁いできたから、当時侍萍を 
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「对 了 、罪恶、罪恶。你的祖宗就不曾清白过、你们家里永远是不干 
净〇」（第二幕）









だから逆に言えば、 「封建大家庭」 という空間こそが禍々しく、そこ 
に巣食う人間を魑魅魍魎に変容させはするが、人間そのものはあくまで 
も そ の 「封建大家庭」 という場に感化された不幸な存在であり、本質的 
には無辜の存在であるという観点がそこには存在する。





『霍雨』 におけるギリシア悲劇の影響にづいては上述したが、 『ヒッ 









「正しい」 力によって復 警 されるという希望が託されているとも言え 
る0
またイブセンの影響もやはり強く、例 え ば 「太陽」 に注目すると、 
『幽霊』第三幕の最後の部分、性病の発作を起こし断末魔の様相を呈す 
るオスヴァルと、母親アルヴィング夫人との2人の場面、
「夫人、テーブルのほうへ行き、 ランプを消す。 日の出である。背景 
の氷河と山の峰々が、朝日の中にきらきらと浮かび上がる。
オ ス ヴ ァ ル （外の景色に背を向けて、身じろぎもせず肱掛け椅子に掛 
けたのが、不意に言う）母さん、太陽がほしいよう。（以下略)」
息 子 オ ス ヴ ァ ル は 「太陽J = 「モルヒネ12錠によって得られる安楽な
死の世界」 を求めている0 こ こ に 出 て く る 「日の出」、 「太陽」 といっ 
たキーワードは、 『日出』のそれと概念的には似通っている。 白露は日 
の出の中、 「太陽」 を求めて睡眠薬10錠を飲み、安楽死している。 「太 
陽」 はまた、偽善や背徳を超越した公平無私な世界観、安楽な世界の象 




という表現自体は、 『日出』 における登場人物群のイメージと重なり合 
う部分であり、社 会 に お け る 「幽霊」的存在という解釈が成り立つ。
『雷雨』 に お け る 「内向的な劇空間」 に対応させた時、 『日出』 は外 
に 向 け て 開 か れ た 「外向的な劇空 間 」 である、 と定義することができ 
る。 『雷雨』の 「内向性」 については、家庭という閉鎖された集団にお 
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以上のことから、 『日出』の劇空間には、 『雷雨』のようなプライべ 








る の で （4>、 ますます制約は必要でなくなってくる。 こういった時間制 
約 の 曖 昧 さ が 『雷雨』の凝縮された時間概念とは異なる、放漫な時間概 
念を創り出している。
また、 「X X ホテル」 に流れる時間を劇空間の中心的時間ということ 
で 「主時間」 と定義すると、第三幕において三等妓院に流れる時間は従 
属 的 な 時 間 「従時間」 と定義される0 「従時間」 に代表される第三幕の 
劇世界が、 「主時間」の流れる後の幕とは異質であるという観点からす 
れば、 それぞれが別の2つの劇空間であり、 『日出』 という一つの劇の 
中に異なる劇空間が併存する、二重構造の劇であるとも言える0 これ 
は、 「主時間」 が陳白露を（台風の目のように）中心としているのに対 
し、 「従時間」が小東西を中心としていることから来るものであり、 し 
かもこのそれぞれの時間観念は、その中心人物の死をもって終了する。
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この作品において最も存在惑を発揮しているのが、大 悪 党 「金八」で 
ある。金八は作品世界における闇の部分を隅から隅まで支配している0



















ス存在の象 徴 あるいは共通の淵源として作品世界全体を網羅する、外界 
に開かれた存在となって規範化されているのである0
さ ら に 曹 禺 が 「《日出》跋」の 中 で 『雷雨』 について述べ、
「我常纳闷、何以我每次写戏总把主要的人物漏棹。 《雷雨》里原有第
九个角色、而且是最重要的、我没有写进去、那是就称为 “ 雷雨” 一名好
汉。他几乎总是在场、他手下操纵其余八个傀儡。」 （5>





っているのが、王福升や黒三、 あるいは潘月亭である0 その因子を運ぶ 
ルートはそのまま社会構造になっており、金八を頂点とした負の社会ヒ 
エラルキーを形成している。


























































『雷雨』 については東京初演の段階で序幕と尾声が削除され、 『曰 
出』 については上海初演の段階で第三幕が削除された。
曹禺はこれについて、 『《日出》跋』の中で不満を洩らしている0 
「这种 “ 挖心” 的辨法、较之斩头截尾还令人难堪。我想这剧本纵或繁长
无味、作戏人的守法似应先求理会、果若一味凭信自己的主见、不肯多 
体贴作者执笔时的苦心、便率尔删除、这确实是残忍的。」 （7)
彼 の 作 品 は 処 女 作 『雷雨』 の 段 階 で 「斩头截尾」の憂き目に遭つてい
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るが、幸 い 後 に 『日出』で 行 わ れ た よ う な 「挖心」 までは行われなかっ 
た。 しかし彼自身、 むしろ自分の作劇法自体の方に嫌悪感を覚えてい 
る0
同 じ く 『《日出》跋』 に言う。
「仿佛我只顾贪婪地使用着那简陋的“ 招数” 、不想胃里有点装不下、过 
后 我 每 读 一 遍 《雷雨》便有点作呕的感觉。我很想平铺直叙地写点东  
西、想敲碎了我从前拾得那一点点浅薄的技巧、老老实实重新学一点较 
为深刻的。」 （8)
そ し て 曹 禺 は 『雷雨』の 反 省に立脚して『日出』 を執筆し、
「于 是 在 我 写 《日出》的时候、我 決 心 舍 弃 《雷雨》 中所用的结构、不
再集中于几个人身上。我想用片段的 方 法 写 起 《日出》、用多少人生零 
碎来阐明一个观念。」 （9)
「在 《日出》里每个角色都应占用相等的轻重、合起来他们造成了印象 
.的 一 致 。」 （w)
と述べているように、 『日出』は個々の演劇的素材の断片を一つの場に 
集合させることで、総体的な劇空間を創造している。
一 方 で 上 述 の よ う に 『雷雨』 はその全てが有機的に結合しており、部 
分部分が不可変の存在である0 井 波 律 子 氏 は 序 幕 と 尾 声 に つ い て 「額 
縁」 という表現を用いている（u )が、作品世界自体がまさに絵画的な、 
二次元に近い劇空間であり、三 次 元 的 な 『日出』 とは相違がある。
『雷 雨 』 において近親相姦など全ての矛盾が暴露される結末の場面 
は、 まさに歌舞伎等で言うところの「見せ場」そのものである0 内面に 




『《雷雨》序』 によれば、 『雷雨』 は 「封建大家庭の罪悪の暴露」 で 
あり、 『《日出》跋』 によれば、 r 日出』 は 「太陽を棄てた者ども」へ 
の引導を渡すための作品であった。曹 禺 は 『《日出》跋』の中で、
「《日出》希望献与观众的应是一个鮮血滴滴的印象、深深刻在人心里 
也应为这“ 损不足以奉有余” 的社会形态。」 （w
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と述べており、その成果の社会還元を意識していたことがうかがえる。 
そ の r 雷雨』 は計算され尽くした作品として、郭 沫 若 を し て 「しいて











結 局 曹 禺 は 『日出』 に至っても郭沫若に指摘されたような認識を改め 
ることはできなかった。 白露や小東西の自殺も、 ま さ に 「人生そのもの 
を宿命的な、暗いものとしている」 ものであり、そ の 点 で は 『雷雨』 も 
『日出』 も作品そのものが同じ欠点を抱えていたことになる。
結 論
『雷雨』か ら 『日出』 に至る過程において、無辜の人間を変貌させる 
「禍4 しい空間」が、小 空 間 で あ る 「家庭」か ら 大 空 間 で あ る 「社会」
へとスライドしてスケールが大きくなったため、 『日出』の方がポテン 
シャルの高い作品に見えるが、それは錯覚である。 「封建大家庭の罪 
悪」、 「社会悪」 という対象の相違はあるものの、実はそのそれぞれの 
空 間 に お け る 「病根の剔出」 という基準において、2作品は同一の方向 
性を有しているのである。つまり、作劇手法が違うだけで、作品の主題 
は全く同じということである。
そ し て 『雷雨』 は矛盾の環が爆発することにより全ての登場人物が本 
来の無辜の姿に戻り、作品世界が完結するが、 『日出』 は金八を中心と 
する闇の世界、太陽をわがものとする労働者の世界が連綿と続くのであ 
り、 白露、小東西の死は作品世界の完結を意味するものではない。 『雷
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雨』 は 「悲劇」 として打ち出され、 『日出』は 「悲劇」ではないという 
のも、滅びゆく白露らが実は本当の主人公ではないからに他ならない0 
曹 禺 自 身 『《日出》跋』の中で、
「我 讲 过 《日出》并没有写全、确实需要许多开展。」
と語っているように、 『日出』の世界は未完である0





(2) 「『雷雨J 序」 にあり。
(3) グ レ タ •ガ ル ボ 、 ジョン•バリモア主演でアカデミー賞を取ったこの映画 
のヒット以降、 r グ ラ ン ド •ホ テ ル 形 式 』 という映画用語が定着したとい
(4) 曹禺は小東西が縊死する結末が刺激的過ぎるとして、わざわざ第三幕のみ 
に 「附記」 を付け.、小東西が縊死せず、泣き崩れて終わるバージョンを提 
供している。
(5) 訳すれば、 「私は、 どうして毎回劇を書くたびに主要登場人物を書き漏ら 
してしまうのか、 いつもいぶかしかった。 《雷雨》 にはもとから第9の役 
柄があり、最も重要なのに書いていない。それは“ 雷雨” という名の好漢で 
ある。彼はほとんどずっと舞台にいて、手元でその他の8つの操り人形を 
操縦しているのである〇 J
(6) 「『日出J 跋」 に曹禺が第三幕執筆のために苦心して取材した経緯が記さ 
れている。






(8) 訳すれば、 「私がまるで、ただあの粗末な“ 仕掛け” をがむしやらに使うこ
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とだけに気をとられていたかのように感じ、 いささか胃にもたれた。そし 
て （雷雨》 を読み返すたび、吐き気を催すようになった。 平板にものを書 
きたいと思ったし、以前採用したあの浅はかな技巧を叩き壊し、本当にま 
じめに、改めてより深く学びたいと思ったのである〇 J
（9) 訳すれば、 「そ こ で 私 は 《日出》執筆に当たり、 《雷雨》 で用いた構成を 
捨て、数人の身の上に集中させることのないようにしようと決心した〇私 
は 断 片 手 法 に よ っ て 《日出》 を執筆し、人生のこまごまとしたもので観念 
を明らかにしようと思ったのである〇 J
(10) 訳すれば、 「《日出》 におけるそれぞれの役柄はすべてそれなりの比重が 
あり、それらが合わさることによって統一したイメージを韻し出している 
のである。」
d i )  r r 雷雨 j 論一その原像を求めて一」 より。
( 1 2 ) 訳すれば、 「《日出》 によって、観衆に対し希望を与えたかったのと、 こ 
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